
































も、そう考え 根拠は必ずしも 確であ とは言い難く、あるいはそれぞれが異なる性格を持った神としての側面を有するのではないか、 と考える余地が残されているのである。事実、 長野県下伊那郡阿南町新野におい は、これらの神は全く異なる神として祭られている ここではサエノカミと呼ばれることが多いが、それは峠 居られる兄と妹で結婚した神である 伝えている。そのほかにウジガミとしてドウロクジンを祀り、さらに漢字で石碑に「道祖神」と刻まれてい ドウソジンも存在 のであ 。したがってドウソ と呼ばれている神は当然サエノカミでもなくドウロクジンでもない。そうであるとすれば、ドウソジン（道祖神）も独自の性格を持つ神であるはずである。確かにサエノカミ 同一視す 傾向は強い。しかし、それだけで ない。いった 民間伝承としての「道祖神」は、どのような神と考えればよ のであろう
①








術用語として使うため、 研究 進展を困難にする面を指摘されている。例えば、 「境界神」はすべて「道祖神」とする所説に対し、
確かにそうした性格が認められないわけではない。しかし、それだけで ない。 し境界神としての性格がその本質的な存在であるとするなら まずその理由を明らかにするだけ く、その他のさまざまな性格とどのような関係にあるか、つまり、多様な性格はど ようにして「道祖神」に付与されたのか、あ いは境において遮り止めるという性格が なぜ、どのようにして多様な性格になったのかという経緯を明ら に なければならな
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の東端の五例を挙げるに過ぎなかった。だが、現地に入って実際に詳細に調べれば、別項で詳述した如く 名西郡神山町内の七六七祠を始め 県西部の三好郡を除 、徳島県下にほぼ満遍なく分布しており、その数は軽 一千祠を越える事が明らかとなった。 （拙稿「
岐ふなと
神信仰論序説―徳島県下の特異性について―」 『九州工業大学大学院情
報工学研究紀要（人間科学） 』二七号所収、 二〇一四年三月刊。同「一九五〇～一九六〇年代 徳島県下 おける岐
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えていて、それらの中にはいまだに信じられているも がある。以下はこ 村で言われているもので る。 ・ユキアイ…山路や村道を彷徨していて、行人に行き逢う これに憑いて禍すると言われているもので、目に見えぬ亡魂邪神の類に考えら 原因不明の熱病にな こんな場合、山の神の眷属に出逢うたなどとも言い、高知市の怪しげな祈祷師に占うても ったりし 祓いの祈祷 したりする。昭和
16年
12月、村の青年の一人が木出しに
出ていて病気になり、家族の者はユキアイに逢うた結果 あると堅く信じているのを聞いたことがあっ 。 ・七人ミサキ…前掲と同じ のもので、川漁などをしている きに人に憑く ので と言→
p.104  われていて、同じよ






…夜のさびしい山路で、小童の姿で現れて相撲を挑み 相手に る どうしても勝つ と きない妖物。 ・エンコー（猿猴）…他国でいう河童 こと。村では芝天が旧暦６月６日の祇園様の日から川に出て猿猴にな と言い、この日川に胡瓜を流すのは猿猴に食べさすため あると言っている。 （略）→
p.105 ・クワン…山の中で急に冷汗
が出て、激しい空腹を覚えしめる亡魂 類。クワンは「食わん」 名詞化 たもの よう が、飢餓で たれ死して帰るところのない亡魂が、人を見 食いつくものであると言 ている。これ つかれた時 は、何か食
一〇
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（川にいる者だ）が角力をとろうといってくるし、山の中にはコウノシバを持った者がうろついてい 、これに行き会うと、これ又二度と我が家には帰っ こられ い。コウノシバを持って るのは迷い仏である。とても恐しい日だ。 （略）→
p.27 ・№７
ドウロク神…道の真中に坐るときは「道のドウロク神よけて通れ」と言ってから坐る。荒




















































































































災でいられますように」 と祈り、 往復とも人 会う を忌む。 （香美郡→














梶屋瀬・坂本〕 。 〔権代〕では病気平癒の願 かけ、藁草履を奉納した 〔木能津〕では紫神の由来につ→
p.115
い




p.243 .59  坊主の頭にかみがない…とんとむかしのことじゃそうな。在所から離れたところに一軒家があって、 そこ
の婆さんがみてたきに（死んだので） 在所の方へ知らして来たそ な。在所の衆は葬式せんならんきに 坊さを雇うて行かんならん。お寺へ雇 に行ったら、行ってく るというこ になっ そこで坊さん 在所の衆も一緒に出かけて行きよったそうな。谷を奥へ奥へと入っ 行きよったら、 遠いき 坊さんは、 「休まんか、休まんか」と言う。半分位の道を来た時、 「そんならここで一休みせんか」と言うてみんな 休んだ う 。坊さんのお供も荷をおろして休みよったら お供は小便がひりと なった。立ち上がって谷 方へ向いてお供 男が、小便をとばそうとしたら、そしたら、坊さんが お前どこへ小便しよるんな 谷へ小便したら水神さん 罰あたるきにせられん 怒った。しようことない 供の男は今度は、杉の木の根元 し う し ら 「りゃどこへ小便するんなら、その木は山の神さんの宿っと 木じゃ、汚 た とり殺され ぞ」→
p.244
と言う。
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ぼうでけんきに、坊さんの荷物の上にあがって、坊さんの頭へ小便をジャー、ジャーひりかけ 。坊さん 何するんなら」ちゅうて怒ったら、お供の男は「坊さんの頭に 、かみがないきに一番ええ。罰もあたらん、祟りもせん」 と言うて、 残っとる小便をジャージャーとみ な坊さんの頭にひりかけてしもうたそう 。坊さ は
夕ようだち
立


































































































４時を過ぎる頃になると家々では竹筒と樒、米、線香、水などを持って浜辺に出て海に向って墓石になぞらえた高さ四寸位の尖頭形の石を中央に立て、その前 平たい長方形の石を置き、左右に竹筒を立てて樒 活ける。そして石の上に米をまき、水 そそぎ、その下で小束 束ねた肥松と桧 燃し、線香 焚き、口の中で ヒイジイサン、ヒイバアサン、ゴセンゾ様、皆一緒にお出で下さいませ」と唱えて祖 を迎えるが、なぜかこ 墓域のようなものを二つも三つも作る家がある。浜辺を見渡すと 墓域 列 一直線に延々と続き、松明や線香 漂うなかを、海に向って仏迎え する人々の姿が絶えな 。翌
15日は再び浜辺に出で、昨日それぞれの者の作った墓

















松明をおいて焚くが、 こ 松明の火は「ドウロク神（道禄神） 」へ 供養火だと う。 （略）→
p.31  ところが一方、
事例９の南国市下末松に出てくる「ドウロク神」との関係はどうなるのであろうか。 （略） ころでこの「ドウロク神」とよばれるものを、盆の にまつ ころは相当広い範囲にわたって よ で、例えば
安芸市入河内と

































る。以上 諸例でも判るように、またわざわざ「道ドウロク」とよぶように、ドウロク神とは道や辻を浮遊する邪霊の一種だろうか。以前どこかで聞いた話であるが道を行く者が辻にさ かかったり 普段から忌み嫌われる場所にさしかかると「ドウロク神様、どうぞ障りませんように」と唱えて通ったということだが、何故このような邪霊を餓鬼とともに供養し、さら 正午を期してまつ ねばならないのか。若しこれらの日中の儀礼を、さきに述べたように祖霊を送るに先立って行うものであるとすれば他方 おい 、同じ日の同じ時刻に 松明て祖霊と思われる「フルセンジ」や「日天 」をまつ のは何故であろうか。しかも祖霊の迎え送りの日に 「高ボテ」 「ホウカイ」を焚くにおいてお である。なお、序でながら前述の須崎市野見（事例Ⅰ）や中土佐町久礼（事例Ⅱ）では、浜辺で松明を燃して仏迎えをしながら、さらに門口で松明を焚き、野見ではこの火を「カド火」とよび、久礼では→
p.32
この火を跨いで悪魔払いをするという。異質の火だろう。ドウロク神か、ドウロク神的
な火かもしれない。あるいはまたこのドウロク神的なも 各地に伝わる「正月女」のミサキ的な邪 もしれない。 （略）以上、盆の日に焚く火について気付いたことを書いてみ が、従来盆 火と えば、無造作火と送り に集約し、その他 さまざまな火に目を向けるこ が少 かったと思わ し また迎え火 送り火とはいうものの、 「供える」とか「上げる」 「捧げる →
p.33 といった言葉の端々にも現われているごとく、実体は






































































































には、この辻はあんまり通られんと言われていた。ド クジン様に連 て行かれて恐ろしく、二度とこの世に帰って来られないという。ドウロクジン様とホウカイ様は殆ど同じ意味。ドウロクジン様、ホウカイ様にオニギリを持 行って、昔はよく道 辻に供えていたもの あった。四辻にオニギリ 進ぜる。オニギリを進ぜてある場所には「通られんぞね」と、子供の頃祖父母や両親によく言われたものであった。これは盆の期間（一三・一四・一五日）限定であり、お彼岸や正月時などは一切気にしなかった。特に新仏サンは行く所がわからずに辻（四つ辻）を右往左往していると考えられていた。子供の頃は、 子供が四つ辻などで遊んでいると、 盆の時など男の子がオニギリがあったなどと言いながら これをもてあそんだりする このため、祖父母や両親から「四つ辻にオニギリが供えてあっても、 そ は絶対に取られんぞね」とよく言われたも であった。 「そういういわれ（ドウロクジン様、 ホウカイ様に特に供え あるこ ）があって置いちょうがやきね」とよく言われた。 「ホウカイが四つ辻におるきに、ドウロクジン様が四つ におるきー」とよく言っていた。盆の一三・一四・一五日の間である。この辺の盆は一三日の晩から始まる。一五日の晩には仏サンは供物の一部をみやげとして持って帰る 川の縁
ふち
で仏様が持って帰るための盆のみやげの荷造りをしゆうので、一六日には川へは絶対に水遊びに行ってはい











外で具合が悪くなって帰っ 家に入る時、その直前に箕で煽いで貰っていた。 「そこで待っちょっ 」と言われて、家に入らせてくれず、入口の手前 立たされ、箕で煽いでから家の中に入った。祖母に、 「あんたどこ通って帰っ 来たん」と問われた 祖母は私が七人ミサキがおる四つ辻を通ったのではな かと疑い 下校経路を尋ねたのであっ 。私 経路を告げると、 「ほら、あこ 辻には七人ミサキがおり、そこを通って帰 ために七人ミサキに取り憑かれたのだ」と判断し、これを落とす めに箕 煽いだのであった。　
池内のオバサンが、あそこ 辻でよくドウロクジンを祀っていた。昔の県道であったが、リヤカーも通れない
程の狭い道である。その谷の狭い四つ辻に、 オバサンはびっしりとオニギリの供物を置いて た。 「オバサン これ何を置きゆうがー」と尋ねると、オバサンは「餓鬼がな、ここ おるきーこれにやっちゃらにゃいかん」 言うて握り飯を餓鬼に供えていた。この辻は、下に大きな道 つ までは金毘羅参りや八八ケ所の 遍路さんの主な往還になっていた。南国市内には八八ケ所の札所 なっ いる国分寺が り、通行人 多く、中には辻 落命する人もあった。この め、みんなが通 時に気持ち悪 っ いた。 「この辻は 妙 、あんま 気持ちよくな
二〇
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背の低い一ｍ前後の竿先に松明を括りつけて灯していた。この道は、人が互いに行き合える程の道幅しかないが、これが昔の本通りであった」と言う。ホウカイ様がタカボテを指すのかそれとも一ｍ前後の背の低い松明を指すのか不明であるが、何れにせよこの四つ辻でド ロクジンを祀るべく、ホウカイ様 称する肥松 火を灯していた点は間違いない。
そして、 「ドウロクジンは無縁仏であり、家に帰れない人、帰っても誰も祀ってくれない人、これを稲生ではドウ




























ウロウロするのも至極当然である。法界様が元来無縁仏であってみれば、無縁仏繫がりでドウロクジン＝法界説が成り立つ。元々、法界とは無縁仏・ドウロク神を指していたのであり、 『高知県方言辞典』の如く「うらぼんの火」を指すものではなかった。原義が忘れられ、それを祀るための道具としての松明の火がホウカイと命名されたにすぎない。 「ドウロクジン様とホウカイ様は殆んど同じ意味」 とする浜田氏の言説は、 以上の如き極めて重要な意味を含み持っていたのであった。
子供の頃、 祖父母や両親から「四つ辻にオニギリが供えてあっても、 それは絶対に取られんぞね」 「そういういわ






























内にも一箇寺ある八八ケ所の遍路道でもあり 往時は社寺参詣の人々で多い 賑わっていた。従って、この辻での行路死人 間々あった。 「こ 辻は、妙に、あんまり気持ちよくないね」と語り合いながら通る地元の人々の言葉は、その場所が行路死人の霊としてのドウロクジン・ホウカイ様・無縁仏を祀る特別の場所としての独特な皮膚感覚を如実に示してい 。
さらに「池内のオバサンが、あそ の辻でよくドウロクジンを祀っていた 昔の県道であったが、リヤカーも通
れない程の狭い道である。その谷の狭い四つ辻に、オバサンはびっしりとオニギリ 供物を置 ていた。 『オバサン、これ何を置きゆうがー』と尋ねると、オバサンは『餓鬼がな、ここにおるきーこれ やっ ゃらにゃ かん』と言うて握り飯を餓鬼に供えていた」のであった。先 子供らが供物の握 飯を発見して弄ん いた点に言及したが、村の大人達は思い思いにこのように供物 握り飯を供えていたのであ 。若い頃の浜田氏が「池内 オバサン」に供物 意味を問うと 「餓鬼 、 ここにおるきーこれにやっちゃらにゃいかん」と即答するのである。この辻には、ドウロクジン・ホウカイ様・無縁仏が祀られていたが、 「池内 オバサン」の言及により、新たに餓鬼仏が追加される事になった。行路死人の霊は、このように次々と新 な概念を再生産しながら村人達に祀り継がれて行くのであった。
また、 「新仏サンは行く所がわからずに辻（四つ辻）を右往左往している」とか「新仏は、 満一年たつまでは四つ
辻を右往左往していて、まだ正式な仏様にはなり切れていない。こ めもあって 新仏は庭の水棚（新竹と桧葉製）の所で祀る り、家の仏壇で祀る事 許されない。 」 「寺の坊サンは、四九日た ら成仏する、仏 なる
二四
近　藤　直　也 195








ノ谷でも河原の水際に盆棚を作り、 こで肥松を焚 水を手向けて新仏 祀るが、 「火と水の供養をうけることによって、新亡の霊は『フルセンヂ』の位に入る」
⑩
とされており、最長で一年間は成仏が認められていなかった。ま
た、長岡郡本山町瓜生野では死後一年間 若年の死者の場合は三年間、古い先祖 位牌を祀る仏壇の中に一緒に祀るのではなく、別の場所 机の上で祀っていた。
⑪
これら二例も、元は稲生の事例と同様一年間（場合によっては三
年間四つ辻にたむろし、その近辺をさ迷っていた 考えられる。新亡 霊 長期間の四つ辻とその近辺で さ迷いは、結構広範囲 分布していた点に注目しておきた そして ドウロクジン・無縁仏・ホウカイ様・餓鬼仏等との四つ辻での行き合いによっ 、通行人はあ 世 拉致 、二度 この世 帰って来られなくな 事は先に詳述したが、行く所がわからず 四つ辻を右往左往して る新仏 の行き合いによっても同じ現象、否もっ きつくこれらの七倍も恐ろしい結果が惹起されることを次に詳述し お う。
さて、四つ辻におけるこれらの諸神仏霊との行き合いは恐ろしい現象であるが、最も恐ろしいのは何と言っても
七人ミサキに尽きる。 「葬式の野帰り時 『七人ミサキがつ ちょるやもしれん』という で箕で煽いで貰った事覚えている。また、 外で具合 悪くな 帰 て家に入る時、 その直前に箕 煽いで貰っていた 『そこ 待 ちょっ
二五
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し、特に正月の月内に女が死ねばその年に七人の死人 村内から続出すると言わ 非常に恐れられている。これを予防するため、 「辻祭り」または「辻祝い」 称し、有志が夕刻に近くの辻で集まり、線香を立てて神祀りを催す。この時に祀る神が、ドウロク神でありまた七人ミサキなのであった。自分達を連れて行かないよ に一心に祈り、辻で火を焚き、持ち寄った酒肴で簡単な宴を催して解散と 。狭い地区内の行事であり 葬家 知 ると近所付き合いが気まずくなるため、秘密裏に行なう場合が多い。
なぜ「辻祭り」 「辻祝い」を「辻」で行わなければならないのかをここでじっくりと検討しておきたい。先に言及






























さらには盆の松明をも包括する極めて大きな概念 あっ 事が理解できる。そして、これら総て 共通する場が四つ辻であった事もここで再認識し おきたい。こ らの現実を踏まえた上で、七六年前（二〇一二年現在） 報告された同地区の「ドウラクさま」の記事との比較対照を試みておこう。先に紹介したが、橋詰氏（ 九〇二年生れで浜田氏は一九三四年生れなので三二年 年齢差があ 。 ） の報告の冒頭には 「土佐 長岡郡稲生村で 旧 盆 一
二七
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影も形も無 が、昔はここで祀っていたようであ 。普通の自然石であったらしく、具体的な神像までは証言を得る事ができなかった。一九三六年当時で既に「道路改修で最近一方が見つ りません」状況であるため、元々石に刻んだ御神体のような立派なもので なく、他者が見ればその辺の石ころ 見紛
まが
う程の質素なものであったと考え
































































































































































































に該神と関連しているため割愛し得なかった結果である。先に、徳島県三名村の道におけるミサキとしてのドウロクジンに言及したが、そこでは川へ行って疲労を俄かに覚えると「川ミサキにつけられた」と称する点を明らかにした。この「川」を「道」に置き替えれば、憑き神の正体がドウロク神になるのである。桂井氏の言を借りて言えば、山ミサキ・川ミサキ・ドウロク神らは優れて「ユキアイ」なのであった。その正体は「目に見えぬ亡魂邪神」とあるが、先の南国市稲生のドウロク神の正体が行路死人であってみれば、また「亡魂」が亡霊・成仏し得ない霊魂（新仏をも含む）であってみれば ユキアイとはドウロク 事に他ならないのであ 。





成仏してその組織から離脱できる。七人ミサキの集団は、通行人を一人取り殺す事によって常に新陳代謝をくり返す。従って、一旦死人が出た四辻は未来永劫 わたって死人を出し続けるの 稲生の四辻 ドウロク人が祀
三三
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おり、場所が「山路や村道」から「川漁などをしてい とき に変わっただけである。七人ミサキの大きな特徴ある辻が生かされていないし、その新陳代謝システムも言及されていない。後に 聞
ききがきへん
書編」で詳述するが、徳島県
東祖谷山村での山ミサキ・川ミサキ・ドウロク神は山や川や道で死んだ人々（自殺も含む）の浮 ばれない霊であり、この霊達は通行人に取り憑いて七人取り殺さないと自らが成仏 ないのである。このシステムが七人ミサキなのであり、これら変死者達は例外 く ミサキに 考えられている。こ 視点に立てば、桂井氏の報告する土佐山村での七人ミサキは過小評価されている 言わざるを得ない。単に「川漁などをしているときに人 憑くだけではなく 山・川・道（里）などあらゆる生活空間におい 、通行人に取り憑いて殺し、 らが浮かばれる順番を待ち続けるという 極めて恐ろしい存在 のであった。
七人ミサキの落し方として「家の入口で外向けて立たしておき、箕の上に天照皇大神のお札を載せて煽ぐ」とあ









記する事例は全三八例中ここだけなので該書を忠実 再現する場合のみ「ー」を用いるが、以後一般的な表記では「ウ」を使いたい。桂井氏は、 この後別の資料で別の地区のドウロク神の事例を表記するが、 一九七一年刊の『土佐民俗」二〇号所収の「正月女覚書」では「道陸神」を用い、一九七三年刊の『俗信の民俗』では「道碌神」を再び採用している。 「陸」と「碌」の文字の使い分けの規準が不明確なのであるが、 その時の気分次第で使っていたようにも見受けられ 因みに、漢字本来の意味では「碌」は小石を意味し、 「陸」は連続している高地を意味するが、この違いを意識してドウ ロク」神 使い分けてい ようにも思われない。
この他、表１に明示した全三八事例から漢字表記を抽出すれば、一九七〇年刊の『西土佐村史』では「道六神」 、





借用したかっただけで、音さえ通えば忌字でな 限りどんな漢字でも使い得た ずである。ドウ 漢字表記 れば最適な字は「道」以外有り得ず、 「カミ」 意味 ジンも最適な は「神」以外 存在しない。独り「ロク み未だ字が定まらず、 「碌」 「陸」 「六」 「禄」など人によって また同一人物 も時と場合によって採用する漢字が違っていた。裏を返せば、ド ロク神の「ロク」はそれ程までに漢字化される事を拒否し続けていた ある 「ロク」自体に適切な漢字を見出し得ない、また特定の漢字を当て め ならな いう、何かしら強烈 メッセージが
三五
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この裏に隠されているような気がしてならないのである。どの字を採るか悩ましい場合は、多くの場合「ドウロク神」または「どうろく神」と表記し、敢えて漢字を避けていた。全三八資料のうち漢字使用 六例のみで全体の一六％を占めるに過ぎず、残りの三二例八四％は仮名書きであった。漢字使用六例 場合、 「碌」と「陸」が各二例、「六」と「禄」が各一例であり、この使用頻度を見ても漢字の本来の字義自体には意味がなく、 「ロク」の音訓を漢字表記できればど ような文字でもよかったと言えよう。「道碌神」の文字の詮
せんさく
索はこの辺で止め、 次にその本質に迫っておきたい。 「山路を彷徨する邪神」とあり、 「山路










































































































































































ロク神が行き倒れ 行路死人を意味し、これらすべてが七人ミサキとな という次に掲げる徳島県東祖谷山村阿佐の事例などを考慮す ば これらの等式が総て成立し得 のであった。
　
赤ちゃんが生まれてヘソの緒を切った時には、ワーコ、ワーコ、ワーコと三回唱えていた。そうせなんだら、










































































以前はとても大きいものを作ったも で、男が二・三人がかりで立てた。これをタカボテという。コダイマツを№５ドウロク神セツイン（便所）水神に上げる。こんな話し ある。山に鬼が て、たびたび出てくるから、年越と盆の一四日にやってこいと約束した。年越にはマメマキ、盆の一四日にはタカボテが燃えていて家の中へはいれなかった。それから鬼は なくなった。 （黒丸）  ・一四日の一晩だけホーカイ（右と同じタイマツ）をたき、一年生の竹を焼いてパンパン音をたてる。どこの家でもやる。小さいタイマツをサエン・セッチン・ 精霊を迎えてい 門に米粉の団子 供えるが、一四日の夜の団子をオモリコ、 一六日の朝の団子をオクリ団子、 祭っている間に適当に上げるの イリ団子と っている。 （大北川）
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川の中へさそいこまれる。エンコ 川にいる者だ） が角力をとろうといってくるし、 山の中にはコウノシバを持った者がうろついて て、これに行き会うと、これ又二度と我が家には帰ってこられない コウノシバを持っているのは迷い仏である。と も恐しい日だ。 （寺川） （略 №７ドウロク神
　
・道の真中に坐るときは「道のドウロ





と述べ、 「年中行事」と「俗信」の二項目の中で四件のドウロク神に関する言及があった。現在から六〇年も前の調査報告であり、 今となっては聞き取り得ないドウロク神関連の貴重な伝承資料の数々 点在しており、 一つ一つじっくり吟味しておきたい。表題に 高知県本川、大川両村探訪報告」とあるが、引用文中の「黒丸」は明らかに土佐町内の地名である。保仙氏は、同じ土佐郡内ということから両村に隣接する土佐町黒丸にも足を延ばされたようである。
この辺一帯は、一四日が迎え盆 一五日が（地区によ は一六日）が送り盆、そして一六日は無縁仏や迷い仏





いたのであろうか。後の山鬼除けの伝承との連繋を考慮すれば、単に先祖仏の迎送だけ なく、悪鬼除けのための境界設定とも見做し得る。大北川では 一四日の晩一晩しかこれを灯さないし、加えてこれを法界と呼ぶ点も大いに気になる。迎え火があれば送り火があって然るべきだが、これが無いのである。黒丸では の火が山鬼除けになっており、隣村の大北川でもこ 火を「法界」と称するため、元は鬼除け 伝承があっ と推測し得る。 「法界」とは高知県下では一般的に「盆に焚く火」と考えられているが、元来これは無縁仏を指し、南国市稲生のドウロク神や七人ミサキと同様に人々を取り殺す恐ろしい存在なのであり、その威力は「山鬼」の比ではな 。ホウカイという名称、並びにその意味やこれ 焚く場所など、今後我々は仏 迎送の火といった先入観を一旦捨てて、新たな視点で考察を加えるべき時期に来ているようである。
この辺一帯は、一〇ｍ前後の高く大きい物をタカボテ・ホーカイと称し、一ｍ前後の物をコダイマツと称して呼







であるが、ある程度の推測は可能である。それは、 「一六日」の項 暗示されている 即ち、本川村寺川では「正月と盆の一六日に川へゆくと無縁仏に川の中へさ いこまれる。エンコ（川 いる者だ）が角力をとろうといってくるし、山 中にはコウノシバを持った者がうろついて て、これに行き会うと、これ又二度と我が家には帰ってこられない。コウノシバを持っているの 迷い仏である。とても恐しい日だ と言う。盆の一四日に小松明を手向ける水神・便所神は、寺川で言う川 中へさそい込もう する無縁仏・猿
えんこう
猴に他ならない。南国市稲生の事例でも詳











「迷い仏」と表現しているが、 盆の一六日に樒の枝を持って山中を彷徨する「迷い仏」に出会ったりすれば、 誰しも「二度と我が家には帰っ こられない」と直感する程の恐怖を覚えるに違いない。この「迷い仏」 「無縁仏」こそが、黒丸・中ノ川で言う所のドウロク神と直結する。更 タカボテ＝ホーカイであってみれば、この迷 仏＝無縁仏はホ
（法界）
ーカイにも通じ、タカボテ（ホーカイ）とコダイマツはその見かけ上の大小程の差やそれに基づく両者の異質







































のであった。荒神に対する具体的な説明は無いが、家に入る前に辻へ連れて行き、ここ 三回箕で煽ぐ点から推せば、先述の南国市稲生・土佐郡土佐山村で見られた七人ミサキとほぼ同一の概念であった。七人ミサキがドウロク神の一派であってみれば、 「ドウロク神」の項に「荒神」が納め る現象は、 荒神もま ドウロク神 一派と見做されていた事の証明となろう。
加えて、中ノ川の事例では「イキアイ」の項に「ドウロク神」と「コン神」が同居しており、イキアイという括




















とある。簡潔に過ぎて詳細が不明なため、 近藤の調査による聞き書きの一端をここに示しておく （詳述は別稿の 「聞き書き編」 で展開する予定である） 。該村のドウロク神調査は二〇一二年に実施されたが、 村史刊行から既に四二年後であった。ドウロク神伝承を求めて村内全域を歩いたが、残念ながらこの伝承を聞けたのは村の北端部に位置する旧江川村 旧半家村の二地域でしかなかった。 史では地区の明示が無いため、四二年前には村内 ほぼ全域で行なわれていたのかもしれないが、要点のみを記すと次 通りである。
確かに一四日から一六日まで三日間灯すが、 時間帯は辺りが暗くなってからである。 「道端」とあるが、 正確には













































































































































































































































にかけて数例見出し得た。氏の調査から四一年も後の聞き取りであるが、伝承はまだしたたかに生き残っていたのである（この事 は、 「聞き書き編」で詳述する予定である） 。従って、夜の四辻でのドウロク神祭祀による七人取り殺し予防の儀礼は、香北町・高知市・南国市・土佐山村を中心としてかつ はそ 周辺にかなりの数が分布していたと考えられる。
更に、四つ辻でドウロク神を祀る事によって七人の人取りを予防した点は、ドウロク神が七人ミサキと直結し、












性が主流であった。また、必ずしも七人限定 はな ったが、七人にこだわる伝承 多く聞けた。
㉒
「七人づつの女
の組」とは、 正月女に取り殺されるであろう 数を め確保 、 「辻祝い」によって彼女 全員が年内 取り殺しら免れよう したものであった。 「夕暮れ時に四つ辻に集まり」 とあるが、 葬家の人に見られたら互いに気まず 思いをしなければならないためであった。橋野川地区 は、七人づつの女の集団が一月中から二月上旬にかけて、集団毎
ごと
の都合のよい日取りで、 夕方に近くの四つ辻ごとに集まり、 葬家に気づかれないようにひっそりと行っていた。



































































































り、神体として具象化したものは、一木一石とてなかった」とは言い過ぎであるが、確かにドウロク神を祀る御神体や祠は管見では未だ出会えていない。但し、前述の如く一九三六年当時の稲生村には辻に祀っていたし、一九三八年当時の徳島県三好郡山城谷にもあったと報告があり、またここで紹介した檮原町四万川では、村境に自然石の変形の御神体をドウロク神（石神様）として祀っているため 無いとは言えな 。ただその存在感 薄く、二〇一四年現在は殆ど実見不可能と言える。
またこの報告者は一九七二年現在で過去の現象として、盆の火としてのドウロク神にも言及し「おがらを挿入し
た小束のたいまつを、九〇㎝～一・二ｍの青竹の先にさし、これを道の辻に立て、たいまつに火を点じ、白米をまき、 水を注いで拝んだ」 と説明してい 点 大い 注目しておきたい。土佐山田町 南国市の東隣に位置しておりほぼ同一の文化圏 あった。これにより 六年前の橋詰氏の報告では簡略過ぎて不明であったも が、ここで明らかにされるのであっ 。即ち、 橋詰氏は四つ辻の事をドウラク様と称し、 ここでホウカイを焚くと 及しているが、ホウカイとはドウロク神を指していた事がここ 証明された事 なる。加え 、ドウロク神の背丈が九〇㎝～一・二ｍ程の青竹（新竹か）に松明の小束をさし込んだものであってみれば、三六年前の稲生村でのホウカイ（ドウロク神）もほぼ明らかとなる。後に詳述するが、盆の火を指すドウロク神の場合 殆どはこ よう 比較的竹の低新竹かまたは地面 据えた石の上で直接燃やしており、三ｍ以上はある所
いわゆる
謂タカボテで灯すドウロク神は幡多郡西



































アイなど俗信として不定期に登場したり、正月女（激烈 ミサキ） 正体であったりするが、ここでは一月一六日に行なわれる念仏の口あけ行事の主役とし 機能 ていた。住民が部落境で鉦・太鼓の伴奏 念仏を唱えるが、この時 ここで祀る変わ 形の自然石をドウロク神と称していた。このドウロク神に対して村人等の念仏唱和捧げられていたの あ 。これは 仏習合の典型であるが、江戸時代以前の姿が廃仏毀釈の荒波を越えて存在し得
五三
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へあげる」 「そのまま埋めたりする はよくない」 いう。 の言説から推せば 該神の御 体は土であったと言える。旧道の埋立てに際し、 どこから運んできたかも知 な 異質な土で被うことは、 道を
領うしは
くドウロク神としては












とあるため、二五日のウラ盆限定であったことがわかる。但し、後に詳述するが盆のドウロク神の火は全一七例あるものの、二五日のウラ盆限定はここだけであり、本来の盆期間の火が何らかの契機で二五日に持ち越されたものと考えられる。盆に、家の出入口や墓前ではなく道の辻に石を据え、この上でドウロク神のために火を灯す形 、先祖仏を対象とし のではなく、まちがいなく行路死人を祀るためのものであったと断言し得る。また後に詳述するが、幡多郡西土佐村では盆 火は先祖仏・餓鬼仏・ドウロク神の三者に分けて焚かれていたの ある。高知県下の多くの地域で盆の火をホウカイと称している点を考慮すれば、元の意味は限り無く無縁仏・ドウロク神に近かったと推測されるの ある。盆の火は 単なる迎え火・送り火だけでなく、ドウロク神・餓鬼仏・無縁仏・法界様等を供養するために三日間毎晩灯 続ける事例があった事を忘れてはなるまい。
さて、打井川には道作りや盆を含めた毎日の生活の中で機能するドウロク神の概念があった。それは「ドウロク









た。土佐山村の場合 唱え によってドウロク神に注意を喚起して除けて貰おうとする意図が働 てい が 打井川では午前 午後で居場所が逆転 この事を念頭に置いて行動すればドウロク神の祟りを避けられ この故に敢えて語りかける必要もなかった であろう。ここでは土佐山村 如き唱 言 無かった。沖側とはより海抜の低い川の方面を指し、山手 は海抜の高い山 を指す。なぜ午前中が沖側で午後が山側 のか不明 ある
以上、大正町打井川では一月一六日の念仏の口あけ・盆・日常生活の三重の局面においてドウロク神が明確に認
































漠然とした表現になっている。先に言及した大正町打井川の事例と重なるが、報告者とその時期が異なり、記述も若干違っているため、同一町内で別の伝承者から聞き取ったも であろう。両者の異同を明確にするため表３に纏めておいた。共通項は時間によって居場所を変える大枠と「午前中」だけであり、他はすべて「違い」と「欠如」の連続であり、 見た目以上 両者は大きく違っていた。ａは午前中「道の沖側」とあるが、 ｂでは「道ぶち」となっており、これでは川側か山側かの区別がつかない。確かに後で「夜は山側 と るため そこから「道ぶち が川側を意味する事が判明するが、し しこれは打井川での知識が 初めて理解し得 事柄であり 何の予備知識もなくこれを聞かされればドウロク神の居場所特定に混乱をき し、遂には所在不明の契機となる。
またａの「午後」がｂでは「夜」に変化している。これは「午後」が拡大解釈されて「夜」に変化したものであ














































明とされていたが、 以下数ケ所認められた。柴神は「柴折地蔵」 「柴折神」 「柴折様」 「石神サン」などとも呼ばれており、道端の地蔵・自然石・小祠に柴を折ってあげ、安全に道の往来ができるように、足が軽くなるように祈願した。№
23柴を手向けないと「どうろく神」の行会いにあうといわれている〔木能津・梶屋瀬・坂本〕 。 （略）


































































































































































る。これを見咎めた僧は、待ってましたとばかりに「道にはどうろく神という神さ がおるきに罰があたるの知らんか」とたたみかけて追い詰めるのであるが、徳島県東祖谷山村 道にはドウロク が居 事が明確に確認されていたのはこれで二例目である。先に同村阿佐で 事例を詳述したが、山ミサキ・川ミサキと同列に道ドウロク神が存在していた 誕生直後の赤ちゃんにワーコ・ワーコ・ワーコと三回唱えないと将来早死す 。山ミサキ 名 つけられたら首吊って死ぬ運命になり、川ミサキに名をつけ ら川に身投げして死ぬ運命になり、道ドウロク神
六一
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と説明する。この辺一帯は 一四日 午前中に仏を迎え、一五日夕方に送る場合が多いので、 「仏送り」は元来「七月一五日」と記すべきであろう。大井川では、村全体の行事として「二本の幟 川原の東西に立て、松明を四本焚いて念仏を唱える」とあるが、この幟が具体的にど ような物か不明である。だが、前後 文脈から考察すれば施餓鬼旗と何らかの関連があ そうである。該書七月一五日の「オキの施餓鬼」の項によれば 大井川村へ手伝いにやってきていて洪水 ために亡くなった人たちの供養のため 行なった が始まりだと伝えられる」
㉙
と「オキの施
餓鬼」を説明している。これは明らかに村全体の行事であり 具体的には「二本の幟を川原の東西に立て、松明を四本焚いて念仏を唱える」行事と連動す 。二本 とは施餓鬼旗を意味してい と考えられる。
村行事としての川での「オキの施餓鬼」と前後して、各家では「家の門に二本の長い竹を立て、これに松明をく



























ホテ（ボテ、ホデ）は、肥松を割ってこれを四つの小束にまとめ、その中にオガラかカヂガラまたは、桧の小枝などを入れて縛ったもので 家の門口や庭に立てる高ボテの方は、直径五寸、長さ一尺くらいで一番大きく、これを高さ一五尺から二〇尺くらいのハチク（淡竹）あ いは、 マダケ（真竹・若竹）の先に差し込むが、 （略）総じてこの竹はあとで物干し竿に使うので、 その程度の長さが目安となっている。 （略 部落 よっては、 高ボテとともに、庭先などで焚く松明を併用するところがあり、いまその例を二、三あげてみると、　
松明といって、肥松の小束を家の門口の石の上と、便所の雨だれ落ちに置いて、高ボテとともに一三日の晩か































の四つ辻と最少でも六ケ所で盆の火を灯していたことが かる。屋敷内 ケ所の場合、タカボテが先祖を祀り、便所の雨だれ落ちは水神または便 神を祀っていた ろう事は、№５の土佐町黒丸や№６ 本川村中ノ川の事例を考慮すれば理解し得るが、 「門口 石の上」 で焚く肥松の小束 一体何 対象としたものであろ か。タカボテに比して余りにも貧相であり、餓鬼仏また 無縁仏に対 手向 たも もしれ い。因
ちな
みに西土佐村権谷（後に聞












ようが無いが、この一日の はかなり大きな意味を持っていたような気がし ならない。例えば西土佐村権谷の場合、先祖仏は一四日 昼前に川から迎え、一五日夕方再び川へ送るが、この時長さ一ｍ程の七本の新竹を川岸に等間隔に立て、この先に各々肥松 束をさし立てて火を灯す。そしてその七本竹 下流側 手頃な石を据え、ガキ仏へ手向けるための小松明一束を灯してい 。既に先祖仏は一四日の昼には家に帰って接待を受けているのだが一四日の晩にドウロク神のタカボテを家 最も近い四つ辻で焚き、先祖の仏サン くる時に迷わないように篝かがりび
火とすると説明する。これはどう考えても辻褄が合わない。六～七時間も前に既に先祖仏は家に帰っているのだ






















































の「道ドウロク」は野垂れ死 場所 しての「道」が強調さ 、未だ神の称号が与えられ い未成仏霊である事を強調する言葉であったと言える。阿佐では、こ ドウロク神」が山ミサキ・川ミサキと同じく七人ミサキ組
システム
織




































三日間に行い、近親縁者近隣の往来がある。祭り方は家々によって多少異なるが、平素の仏壇とは別に祭壇を設け一メートルほどの竹笹一本と樒、タツコギの花 柏の小枝、それに季節の花を左右対にし 徳利などにさし、大師像や神仏の軸物をかけその下に位牌を並べる。季節の供物のほか素麺、葉つきの里芋も供える。一四日には昔は太鼓踊りもあったらしい。松明をもやすが高い大きい松明 タカ神様 、№
27小さい松明はドウロク神、水
神様にあげるもので、墓前で「仏様負うて帰ります」と仏迎えをし、一五日には送っていく風もあった。一六日は川にエンコがいて相撲をとろうといって川 引き込まれ、山にはコウノシバ（樒）を持った者がいてこれに行き合うと二度と我 家に帰れず、樒 持った は迷い仏であるとも う。盆の施餓鬼供養は門外で洗米を樒の葉に盛り「木落ち滝落ち川流れ木の葉の下 埋り仏そ 外一切の災害無縁仏にお祭りをする故 こ 家の者眷属一同に障りなく守り給えアビラオンケン」と唱える。
㉛
文脈から推せば、村内で 一般的 一三日に墓掃除兼墓参りを行ない、 「一四日 祭壇 仏供養、一五日が 祭





的な地名を挙げていない。だがこの表現は先述の№６と同一の文章であり、村史編纂に当たりこの項の執筆担当者は、二五年前に刊行された一九五五年一〇月刊の『近畿民俗』 五号所収、保仙純剛稿「高知県本川・大川両村探訪報告（後編） 」を参照して たと断言し得る。因みに保仙氏は中ノ川の事例として報告しているが、 『村史』では敢えて具体 地区 外し 村全体の伝承と て拡大解釈したかったようである。
同様の現象は、次の「墓前で『仏様負うて帰ります』と仏迎えをし、一五日には送っていく風もあった」にも見













るため、これも一六日の行事であったと見做し得る。施餓鬼とは文字通り餓鬼に施す行 であるが、各家の門外で洗米を樒の葉に盛って供える姿に注目しておきたい。樒 葉その物 長 五～六㎝、幅二～三㎝でそんなに広くない。これに盛り得る洗米 極めて微々たる量であるが、これでも立派に施餓鬼として成り立つのであった。この僅かな供物と引替えに、向こう一年間の「この家の者眷属一同」の障りが除去され 平和と安
あんねい
寧が担保されるのであ



















にする。 「木の葉の下の埋り仏」 と同一イメージのものが山にいる 「コウノシバ （樒）















密教で胎蔵界大日如来の真言であり、地・水・火・風・空の五大を象徴し、この真言を唱えると一切のことが成就すると信じられている。後に詳述するが 「木落ちタキ落ち川流れ道の端のドウロク神」系の唱え言の分布状況は、管見の及ぶ範囲（直接の聞き書きと文献資料を合算した一四～一五例）では東は安芸市から西は愛媛県中南部の上浮穴郡小田町上川に及び、北 徳島県山城町・東祖谷山村、南は安芸郡芸西村に及ぶ。 辺は剣山・石鎚山修験の勢力範囲でもあり、管見ではこれら三 以外の地域でこの呪文は聞かな ため、比較的狭い狭囲にのみ伝播して唱えられたと考えられる。近藤の聞き書きと文献資料を合算した全 の中で、本川村のそれは最も詳細でアビラオンケンも最後に具備しているため、最古のも として位置付け得る。この呪言 必ず や道ドウロクまたその変化形の「木の葉の下の埋り仏」が唱えられ いた点は、今後のドウロク神研究並びに盆行事や施餓鬼の本質究明においてかなり重要な手掛かりになり得るものであり、 現象にはより一層注目しておきたい。
一九八二年刊の『南国市史」には盆行事が旧暦で記してあるが、この中にドウロク神が登場する。該神の部分だ
け抜粋しても盆行事全体 中での位置付けが見えにくくなる め、多少遠まわりではあるが盆行事全体 ここで俯瞰しておこう。
お盆
　
七月一三日から三日間盆祭りをした。 「め」の白あえ、 団子、 そうめんなど種々の品を仏前に供え祖先の精



















素麺など盆特有の供物を仏壇に供え、祖霊と餓鬼に施すのであった。ここでは詳述していないが、同じ祭壇でも場所を違えるとか器を変えるなどして祖霊と餓鬼仏を区別していたはずである。新盆の家限定である 六月から七月にかけて軒場に「たか灯篭」を掲げ、一三・一四・一五日の夜は大灯篭・提灯に火をとぼし、庭には桧葉で葺いた精霊棚を設ける。 これを水棚ともいう。水棚は毎年三界万霊をまつるのが普通」 と る点から推せば 新仏の水棚のみ「精霊棚」と呼ぶのであって、 毎年庭に設ける棚は「水棚」と呼び、 「三界万霊」をここで祀って た事がわかる。 「 」と「水棚」は同じ場所の庭に設け、 素材も同じ桧葉を用 る だ 、 新仏 ための「精霊棚」は三界万霊を祀る「水 比してその造りは何倍も丁寧なものであったに違いない。二〇～三〇年 一回有る 否かの新仏と、新仏の出た年以外毎年定期的に祀る三界万霊を見較べて見れば、その差は歴然であろう
但しここで最も注意すべきは、この伝承の背後に新仏＝三界万霊の等式が成り立つ点である 確かに、神仏には







右往左往している。まだ正式な仏様にはなり切っていない。新仏は仏壇で祀る事は許されず、 庭の水棚（ 『市史』では「精霊棚」として「水棚」と区別している）で祀られる」という言説を紹介したが、 『市史』の記述と見事に符合し、また新仏＝三界万霊の等式が成立し得る点もよく理解できよう。『市史』には「家の中には仏壇をつくり、 香華を供え新霊を迎える。親戚・縁者は火見舞と称してその家に来り灯心に燈す」とあるが、文脈から推せば家の中に作られた「仏壇」とは名ばかりであり、新仏のみが祀ら る祭壇と見みな做すべきである。新仏はまだ満一年経っていないため、まだ正式な仏様になり切っていないので、先祖を祀る仏
壇には当然祀ることができない。そこで敢えて家の中に祀る方便として、 新仏のみの祭壇 別に作 必要があった。元来新仏 庭の「精霊棚」 祀るべきであったが、四九日経 ば死者霊が成仏するという寺側の布教の効果もあってか、いつの間にか屋内で新仏が られるようになった。しか 、それでも慣習 して先祖仏と同所の仏壇内で祀る事を忌む心意 残るため、新仏のみを対象とす 祭壇設営が必要となる。これが「家の中には 壇をつくり、香華を供え新霊を迎える」 記述に反映されて 。既に家の中 は先祖仏を祀 既存の仏壇があるにも拘わらず、敢えて「仏壇をつくり、香華を供え新霊を迎え 必然性はここ あった。庭の精精棚で新 を祀 のが本来 姿であったが、 屋内でこれを祀るという無理 敢行したため、 三重の仏壇という不自然さがここに惹起されるのであった。盆行事の本質を見失ってしまわな ためにも、浜田氏が指摘する如き本来の南国市の新 の祀り方を、我々は肝に銘じて認識しておくべきなのであ 。
さて、冒頭に「七月一三日から三日間盆祭りをした」とある如く、また「普通一五日の晩には水棚や灯篭などを
村はずれの四つ辻で焼いて仏霊 送る」とあ 如く、盆は一三日の仏迎えに始まり一五日 送りで終了するものであったが、これと並 し どういうわけか「一四・一五・一六日の三晩は仏霊を祀る いうものがある。具体的には「松と麻がらを束ねた松明に火 灯し家毎 門口に長い竹竿 先に高々 掲げたも であり、 「これを『ほうかいさま』 『法界』と呼んだ。 （略） 『法界』には高く掲げられるも の外『一二つき』 『道ろく神さま』 いう小
七五
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別に一四日～一六日にかけて「道ドウロク供養」の火を家と道の境や村の四つ辻毎に焚いて七人の取り殺しを未然に防ごうと た。入河内 事例を念頭に置けば、南国市において先祖仏・新仏の迎送とは別枠で一四日～一五日に「法界」を焚く必然性が明確 透けて見える。即ちここで「仏霊を祀る」とは言うものの、具 的にこれは先祖仏・新仏を指すのではな 、法界・ドウロク神と称さ る如く行路死人起源の七人ミサキにもなり得る極めて恐ろしい四つ辻にたむろするミサキ達のための供養灯であったと断言し得るのである。自らが成仏するため、常に道にたむろして隙あらば通行人を取り殺そうと狙っている恐ろし 未成仏霊達である。彼らは元来盆 期間限定の登場ではないが、先祖 や新仏は必ず盆に する。そし 、先祖仏や新仏に随伴して必ず出現する者が餓鬼仏や無縁仏であった。従って、餓鬼仏や無縁仏に引きずられるように登場する可能性 あ 者達が三好郡三名村 「山ミサキ・川ミサキ・道ではドウロク神」であり、彼ら 盆行 への実際の適応が№
27の本川村の一六日の施餓鬼にお




一口に「法界」と称しても、 丈の高い灯火と低い灯火の二種類があり、 低い方を「一二つき」 「道ろく神さま」と
呼んでいた点に注目しておきたい。先に№１で橋詰氏 「長岡郡稲生村では旧 盆の一六日の宵には、近くの四辻（四辻なら何処でもドウロク様として）へ行ってホウカイ（お盆の火）をたきます。これはドウラクさまに行路の災厄をまぬがれる様祈願をする です。子供の時から『四つ辻には不意の死をした人の霊が集まっているから、たたらん様によくおま りせんといかん』と話された事です」の報告を紹介したが、 『南国市史』の記述と考え合わせれば四つ辻でのドウラク様（道ろく神さま）の実態は丈の低い松明であった事が明らかとな 。また、 「家毎の門口に長い竹竿の先に高々と掲げた」だけでなく、元は四つ辻毎に「ドウラク様」を祀るため丈の低い「法界」を立てていた事がこの記述で明らかとなる。特に 六日に重点が置かれている№１の記述は№
26の安芸市のそれと符合する
ものであり、一六日の里芋畑への接近や川遊びを忌む風と考え合わせれば、先祖仏や も含めた餓鬼 無縁仏・法界様・ドウロク神・七人ミサキらの諸霊によるあの世への連行 さけるため四つ辻で丈の低い 「法界」 を 「道ろく神さま」として一四日～一六日の三晩灯火を立てて祀る必然性がよく理解できる。№１と№
26を考慮すれば、
三晩のうち特に一六日の晩 それが最も重要 意味を持っていたようである。 山も里も一面の火で忘れえぬ風情」とあるが、 これは盆の先祖仏・新仏の迎送 いうよりも行路死人起源のドウロク神や餓鬼仏・無縁仏・七人ミサキ・法界様を祀るための供養火であった点をここで改めて再確認し おきたい
一九八四年三月刊の『土佐民俗』四二号所収、神尾健 稿「盆の火 の中に四例（実際は五例であるが、安芸市






























を含めた「法界」は一四日～一六日と一日のズレを示し、また№１の南国市稲生では盆の一六日限定で四つ辻でドウラク様に対してホウカイ（盆の火）を焚いていた。南国市域の記述は、先の『南国市史』 記述を含めて下末松の事例で三例目であるが、ここでは一三日～一五日の三日間とあり、一口に南国市域と言っても個別の場所で各々細かな作法の違い、また日取りの相違があったようである。下末松の場合、一丈二尺と九尺のホウカイ様二本を立てるとあるが、これが庭の中なのか四つ辻なのか不明である。灯火を立てる場所によってその性質が先祖仏用なのか行路死人起源のドウロク神・餓鬼仏・無縁仏用なのか変わるため、この点は是非知りたい所である。但し、ホウカイ様という名称から推せば限りなく無縁仏に近いのであるが、一三日～一五日 先祖仏・新仏のため 祭日でもあり、両方の意を併含させたとも解釈され、こ 記述だけ は何とも判断がつかない。
一丈二尺とは三・六ｍであり、九尺は二・七ｍに相当し、三尺（約九〇㎝）の差があ 元は、この長短に何ら





つき』 『道ろく神さま』という小さいものもあった」とする記述を考慮すれば、 下末松の九尺の「ホウカイ様」はより正確に言えばドウロク神であった可能性が高くなる。尤も、 下末松では長短二本のホウカイ様の元に 「奇麗に洗った川石一二個を並べておき、 正午になるとそれぞれの石の上に小束の松明 おいて焚くが、 「この松明の火は『ドウロク神（道禄神） 』への供養火」と称す ため、 丈 低い九尺の松明 方もホウカイサマと称しドウロク神と呼ばなくなった結果、新たにドウロク を設定する必用が生じ、竿の根元の地面に並べた石一二個の上で小束の松明を灯し、これをドウロク神への供養火と称するに至 のだと考えられ 因みに、 『南国市史』では低い方の松明を「一二つき」 「道ろく神さま」と称するとあるが、この石一二個が「一二つき」に相当すると見做し得る。市史の文脈から推せば、 「道ろく神さま」と「一二つき には二本の低 松明が用意されていたよう あるが、 №
29の下末松
では二本ともホウカイサマと呼称されるようになったため、 「道ろく神さま」と「一二つき」の両者は一二個の石とその上で燃やす一二小束の松明に変容せざ を得なか ようである。
野市町母代寺では、 一四日と一五日の夜限定であるが、 「家々から竹の先に肥松の束を取り付けた三尺程度の『ホ









で一四日～一六日の三晩焚かれており、先祖仏・新仏の迎送と道ドウロクの供養火には日取りと焚く場所のズレがあった点を明らかにした。安芸市域では、元来高ボテは のため一三日～一五日の三晩灯されるものであったが、穴内ではドウロク神に引っぱられたせいか一四日～一六日の三晩になっている。文脈から推せば、便所 入口・井戸の傍ら、門外の道端で焚く火は、高ボテではなく三尺未満の竿先、または地べたか石の上で焚いたと考えられる。便所 入口は便所神、井戸の傍ら 水神を念頭に置いたものであるが 道端の火をドウロク神に捧げる点から推せば、ドウロク神とは行路死人であり№
27の本川村での「木の葉の下の埋り仏」 「コウノシバを持った迷い
仏」に相当するものであった。これは七人ミサキにも発展し得る極めて恐ろしい存在であり、盆 先祖仏・新仏祭祀に当たり、先祖仏の付帯者としてのこれらに取 殺さ ないよう懇ろに供養する必要 あっ 。 取りと祭祀場所の殊更のズラシは、両者の峻別のために是が非 も必要なの あった。
幡多郡西土佐村江川の長崎家の事例として、 「盆のもろもろの行事のなかに『ドウロク神』の供養があって、 新暦










以上の諸例でも判るように、 またわざわざ「道ドウロク」と呼ぶように〔近藤注：安芸市入河内の事例〕 、 ドウロク神とは道や辻を浮遊する邪霊の一種だろうか。以前どこ で聞いた話であ が、道を行く者が辻にさしかかったり、普段から忌み嫌われている場所にさしかかると「ドウロク神様どうぞ障りませんように」と唱えて通ったということだが、何故このような邪霊を餓鬼とともに供養し、さらに正午を期してまつらねばならないのか。若しこれらの日中の儀礼を、さきに述べたように祖霊を送るに先立って行うものであるとすれば、他方 お て、同じ日の同じ時刻に、 松明を焚いて、 祖霊と思われる「フルセンジ」や 日天様 まつ のは何故であろうか。しかも祖霊 迎え送り 日には「高ボテ」 「ホウカイ」を焚くにおいておやである。 」 （略）久礼ではこの火〔近藤注：ホウカイと呼ぶ一四日～一六日の夕方家の前の路上で焚く松明の火〕を跨いで悪魔払い するという。異質の火だろう。ドウロク神か ドウロク 的な火かもしれない。あるいはまたこ ドウロク神的なものは、各地に伝わる「正月女」のミサキ的な邪霊かもしれな 。 （略）従来の盆の火といえば無造作に迎え火と送り火に集約し、その他のさまざまな火に目を向けることが少 かったと思われるし、また迎 火、送り火とはいうも 、
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如く、一年間に七人取り殺され いため「道陸神様どうぞよけていてくだされ 「道陸神様どうぞあとを引きませんように」と地区住民達は真冬の四つ辻で震えながら必死に七人取り殺し 張本人と目されているドウロク神に祈願するのであった。久礼におけるホウカイの本質は、ドウロク神以外 何者でも かったのである。漁村 久礼における家の前とは即ち路地を指し、辻を意味しており、ここはドウロク神・ホウカイ・無縁仏・餓鬼仏・七人ミサキ等がたむろする恐ろしい四辻でもあった。一四日～一六日の三晩ここで焚く火のことをホウカイと呼ぶのは、今でこそ路上の松明に主眼が置かれているが、元は文字通り「法界」即ち無縁仏・餓鬼仏・ドウロク神・七人ミサキを意味していた であった。彼ら 取り憑かれないため、住民達はこれを跨ぎ、躍び越える事によって地位的優位を保とうと たのであった。 「悪魔払 」と 「健康に育つように」というのは後の方便であり、 基 的には盆に訪れる恐しい未成仏霊 対して優位を示す めの示威行動なのである。これを先祖仏の迎送のための火と見做せば、子孫達が敢えてこれを三晩連続 跨ぐ行為 無礼千万 言わざ 得ない 一四日～一五日の浜 の迎送（写真２－１～６）と、 一四日～一六日の三晩家の前の路上でのホウカイの躍び越え（写真３
－１～４）は、 「盆の火」とい
う括りでは共通するものの、叙上 如く微妙な日取り 場所の違いではあるが、全く異質 性格のものな であった。 「盆の火」をホウカイと呼ぶ原点は後者にあった る。
以上、神尾氏は「盆の火」の本質に肉迫しつつあったもののホウカイの位置付けを見誤ったため正鵠を射損ねた






























































い種々の火はさまざまな霊に対する供養火と解する」と言明する。迎送の火を「供える」 「上げる」 「捧げる」と言う所から、これ 本来迎送ではなくて祖霊への「供養の火」であったと氏は解釈するのだが、その一方でドウロク神や邪霊に対する如き「迎送の火とは思われない種々の火 も「供養の火」と 。 「供養の火」で共通するため、両者の違いが一向に見えて来 い。確かに祖霊の迎送だけで「盆の火」は説明がつかないのは認めるが、だからと言って祖霊とそれ以外の未成仏霊の両者に対する盆 火を「供養火」と一括して説明する事も根本的解釈に繫がらない。抑
そもそも
々「供養」という表現自体曖昧なものであり、祖霊に対する「迎送の火」にこだわりつつ、未成仏霊
に対しては「鎮魂の火」と言う概念を活用した方が両者を混同する事なく峻別し得よう 混乱 根源は、迎送と鎮魂という二つの異質な「盆の火」を峻別すること く、一つのホウカイと呼称する高知県下特有の現象にあった。この原点に遡って二種に弁別して解釈する事により、無用の混乱を避け得る である。
氏は最後に「要はわれわれは、いろいろな民俗事象に対する定説化されている解説を所与のものとして鵜呑みに










































































































たのう。ドウロクジンいうものは目には見えんけんど、これは不意死をした者とか、 てくれる者のない霊とかが、ちょっと身体の具合 わりいような者にすがって、うまい物を食わいてもらうんですのう。こがなドウロクジン 山道にはおって、疲れた人に取り憑くというて、昔の人は言いよりました。　
山道にはヒダリとかヒダリガミというものもおりましたが、このヒダリガミに憑かれたら、腹がへってひとつ
も動けんようになると言いよりました。山道を歩きょってヒダリに憑かれたら、飯を一粒でも二粒 も食べたら治るいいよりましたのう。それで、 昔の人は山で弁当を食う きにゃあ 「全部食べて まう のじゃあない ヒダリに憑かれたときの用心に、ちょっと残いちょくも じゃあ 言いよ した。それから、 「山では弁当入れは絶対 洗うものじゃあ い」と、昔の人は言 よ ました。 （昭和六一年一二月聞き書き）
㊱




















さて、 「柴を折って供えて（足が疲れんよう 、ドウロ 神やヒダリ神に憑かれんようにと）お願いする神さま」
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ロク神三五例は総て祟り神であり、行路死人を起源として遂には七人ミサキになり得る程の恐ろしき存在 、四辻にたむろしており、絶えず通行人の取り殺しによって自らが浮かばれようとしていた。また新仏 ら行く所が分からずに四辻を右往するため、その付帯仏と の餓鬼仏や無縁仏・法界万霊もドウロク神と同様に辻にたむろしていた。ここにドウロク神が盆に祀られる必然性 あっ 。以上の意味で土佐ドウロク は、所謂全国的に道
ドウソジン
祖神
と称される如き道案内の神・旅の安全を守る神などで 一切なか 。まさ 道
ドウソジン
祖神とは真逆の位相にある神がド
ウロク神なのであった。名称こそドウロク神とし 共通する の 、関東から本州中央高地にかけ 分布するドウロク神とは全く質を異 していた。両者を同一概念で一括すると逆に混乱するため、今後両者を区別する場合は高知県下独特の祟り神としてのドウロク神を「土佐ドウロク神」と て概念設定し おきたい。関東から本州中央高地にかけてのドウロク に関しては別稿で深く考案を加え 必要 あ 、高知県下で濃厚に分布するに関しては、 行路死人を起源とし七人ミサキにまで展開し得 祟 神 あったとほぼ断言し得るのであった。即ち、この焼坂峠だけでも数ケ所存在するシバオリであるが、柴を折って 手向ける目的が「足 疲れんよ に ドウ
九三
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ロクジンやヒダリガミに憑かれんように」であった点、とりわけドウロク神に憑かれないためという点に特に注目しておきたい。該神の詳細は「目には見えんけんど、 」 「不意死をした者とか、祭ってくれる者のない霊」を指しており、 「ちょっと身体 具合がわりいような者にすが て、うまい物 食わいてもらう」のであった。 「不意死」とは思いもよらない死、転じて事故死や突然死を意味する 、予
かね
て覚悟の行路死人をも含むため正確には「変死」と
解釈した方が無難である また、 「祭ってくれる者のない霊」 とは換言すれば無縁仏である。こ らによって大
おおよそ
凡の
「土佐ドウロク神」の概念化は可能になる。即ち、 行路死人を含む道路上の変死者であり、 加えてその霊を誰も祀らなかった場合にのみドウロク神 して立ち現れる。誰も祀らない無縁仏であるため、供物が捧げられないため該霊は当然飢えている。従っ 、無縁仏 同時に餓鬼仏でもある。通行人中、体内に精気横溢する 如き血気盛んな者には取り憑かず、 「ちょ と身体の具合がわりいような者」や「疲れた人」の隙 付け入り、 「うまい物を食わいてもらう」のであ 。所
いわゆる
謂道案内の神や旅の安全を守ってくれる道祖神の如き善神などではなく、人の弱みにつけ
込んで取り憑き、甘い汁を吸おうとするが如き典型的な姿が、 「土佐ドウロク神 実態なのであり、悪神以外の何者でもない。管見では高知県下に けるドウロク神に関する文献資料上の言及は全三五例程あったが、これ程までに端的にドウロク神 特性を明言したものは他に例を見ない。極めて稀有な事例であり、 大いに注目しておきたい。ドウロク神とは「神」と名が付くものの、そ 正体は殆んど行路死人・七人ミサキ・無縁仏・餓鬼仏・法界万霊と区別がつかない。そして、通行人の身体上 弱みに付け入り、隙あらば取り憑い 「うまい物を食わ もらう」のであった。この点だけを見れば、ヒダル神や餓鬼仏と何ら変わら のである。
さてそのヒダル神であるが、中土佐町内ではヒダリ神と呼称されドウロク神とほぼ同格の神であり、シバオリ供
えのもう一つの対象神となって た。このヒダリ神に取り憑かれ と「腹がへっ ひとつも動けであるが、なぜこ ような神が存在するのかがここでは説明されていない。多くは、餓鬼による行路死人の霊とされており、 ドウロク神の如き「不意死」とかなり近い。また、 「祭ってくれる者のない霊」と う点ではドウロク神と共通する。行路死人の中でその死因が餓鬼 特化された者をヒダリ神 見做し と考え れる。この神 取り憑
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かれると、 「腹がへってひとつも動けん」ようになり、最悪の場合絶命の恐れがある。このため、弁当は全部食べてしまわず、例え一粒か二粒でも「ヒダリに憑かれたときの用心」として残しておくべきものであり、これを食べると不思議と動けるようになり、 無事に命が助かるのである。当然の帰結として、 「山では弁当入れは絶対に洗うものじゃあない」 いう強烈なタブーが存在していた。弁当の内側をきれいに洗い落してしまえば、命を繋ぐ ずの食べ残しが無くなり、落命の危機に瀕するからであっ
焼坂峠のドウロク神とヒダリ神を比較した場合、 共にシバオリで祀る神ではあってもドウロク神の方は 「不意死」
者であり、通行人に取り憑 て「うまい物を食わいてもらう」点がヒダリ神と決定的に違っ いた。ヒダリ神は餓死者の怨霊であり、飯粒一つ食べるだけでも落命から解放されるのであった。両神は共 道辻にたむろしており、彼らの出没する特区こそがシバオリを行な 場所に他ならなかった。致死率の高さから言えば、ヒダリ神の数倍の威力をドウロク神は持っていたと考えられ 。単なる飢餓での落 ではなく「不意死」 ・変化であり、 道にたむろする行路死人の霊で七人ミサキにも展開し得 可能性を秘めていた るから、弁当の残りを食べたぐらいではドウロク神の取り殺しからはとても免除されなかった である。焼
やけざか
坂峠が四国八八ケ所巡礼の幹線街道にあってみれ
ば、そしてそこが最大の難所の一つで ってみ ば、ここを通った無数 遍路の ち不幸にして行路死人となった者達は決して少なくはなかった。 「柴を折 お願いす 神さまを祭 ちゅう所
く
が幾所もあ」 るのは、 長い歴史の中
で少なくともこの「幾所」 数だけ行路死人の現場があった事 隠喩 他ならないのであった。シバオリとは、遍路を始めとする旅人達の中の行路死人者達の無念を表象する霊魂のモニュメントと言 得る。ここにドウロク を祭祀の対象とする必然性があった である 久礼側から須崎へ 抜 焼坂峠の手前の「道ノ川の登り口 所き倒れになった遍路の墓がだいぶあ ま たが、これは今の新道（国道五六号） 作ったときに、どこぞへ持って行きましたのう」という日林翁 言説には いに注目しなければなら 。国道開 以前には峠越え 山路 数多くの 路死人が発生し、その道端には れと同数 墓が、数え切 程あった である。加え 、先述 №
23の





















































行く本街道じゃった。 （略） ここは辺路街道からははずれちょるけんど、 遍路もよう来ましたよ。信仰でお四国回りをするんじゃあのう 、四国
家うち
にして周りゆう遍路がありましたがねえ。そがな遍路がよう来ましたねえ。
































































































































































死人の救済 当たっていた。最も往来が激し のは春 三～四月頃であったが 東から西へ る所
いわゆる
謂順回りが逆回
りよりも多かった。町内には途中一泊する必要がある め遍路宿が何軒も 信心深い人は無料 善根宿を施していた。中には、ホイトヘンド（乞食遍路）やクイコクヘンドと称す 者達も少なくなく、彼ら 季節を問わず年中来訪する 金が無い め善根宿にあぶれれば泊る所も無く、橋 下や寺社の床下に泊 、近所を乞食しながら飢えをしのぐ。こ ような日常生活の め みん どこか 持病を抱えて る。特 安和の東の新荘や，焼坂峠西側の久礼の人々は自分の村で行路死人が出たら面倒に るため、 「安和へ行ってみよ、あっこには泊る があ 」と病んだ遍路に告げ、 順・逆回りの遍路に厄介払いを兼ねて安和での泊まりを勧める あった 「よう病気で動
九九
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てるが、またこれらの石塔は現在でも各地に散在するが、全体から見ればこれらはかなり稀で、殆どは村人等の出役で埋葬し 墓上に杖と自然石を置くのが普通であった。この証拠に、 「引き取りに来んので無縁仏になった遍路墓が安和にはだいぶあった」のであり、 「今はこれらの遍路墓を中 谷の道端へ全部集めて一緒にしちょる」のである。死んだ当初は書き付け等により、どこの誰かはわかっていても 誰も引き取りに来なければ、また弔う程の路銀を持ち合わせ いなければ、 最終的には無縁仏にならざるを得ないのである。安和の場合、 遍路墓を中の谷の 「道端」に一括している点に大いに注目しておきたい。村 共同墓 はなく、 「道端」なのであり、 これこそが行路死人を「道の端
はた
のドウロクジン」と総称する根源と見做し得る。行路死人達にはその人の数だけのドラマがその背後に















































であり、ここを越えれば先に述べた窪川町床鍋に至る。 辺は遍路街道の峠の近 もあり、 つて 木賃宿が数多くあったようである。無賃の遍路には善根宿を施すが、 その際謝礼として霊場へ 納め札を置 て帰る事があったという。善根宿の施し 御利益のためか 「このお札を沢山集めたら が火事にならん」とする言説が った。 「情は人の為ならず」という事 意味であろうか。さらに床鍋 反対側である奥大坂でも節句頃の人通 が多かっ 事を証明する如く、餅・米・茶などのお接待が盛んに行なわれていた。加えて、これと比例するよう 「病気の遍路も沢山来」た であり、 「奥大坂には行き倒れた遍路の墓がいくつもあ」り、 「石を積んだばあのもので祭る人も うて哀れなもんですねえ」と述懐されている点に大いに注目しておき い。先述 如く、町 の須崎市安
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この記述に注目しておきたい。ここでは初盆は一三日～一四日の二日間であり、新仏・無縁仏を祀る日とされている。一方、 「本盆・古盆」と称して古い仏を祀る日が一四日～一六日 三日 設定さ ており、期間と 取りに各々一日のズレが見られる。ドウロク神は初盆には登場せず、専ら本 ・古盆限定で
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「法界松」を一四・一五両日にあげる。一年竹の長い棹一本または二本に松明（コエ松の束）を結びつけ門口の外または田畑や池、 墓や川など家から少し離れた所で燃す場合が多いが、 庭や軒先の所もある。 「高火をとぼす」とか「法界をあげる」とか言い、日天・空大神・オテントウサマ・仏さん・無縁仏・天照大神・作神など所によって祭る神仏もまちまちである。オテントウサンの穢れを祓うためとして、墓で生竹を音を立てて燃やしたりする所もある。　
別に小さい法界で、 数は二～三本から一三本ぐらいまでまちまちだが、 便所・炊事場・池・道・井戸・水源地・
























































































































と考えられる 低法界は、 「川にさまよっている霊魂」 をはじめ行路死人起源のドウロク神やチリボトケ等の主に祟りやすい神々を宥め鎮めるための施設であった。
この点は「小さい松明には芋の葉に米を乗せて供えたり、米を撒いたり、鉢に水を入れ樒の葉に水をつけて松明
に向かって振りまいたりして『海・川・山のミサキ、 ドウロク神に行き会いませんように』 『ヒダル につかれないよう 』などと拝む」
条くだり
で如実に証明し得る。松明を立てる場所に注目すれば、低法界は「便所・炊事場・池・
道・井戸・水源地・川・その他」に見られる如く、明らかに先祖仏や先祖神を祀るためではなく、祟りやすい無縁仏や餓鬼仏・ドウロク神を祀 目的があった。そ 証拠 対象神仏として「川にさまよっている霊魂を供養し先祖神・水神・便所神・風呂神・ドウロク神・地主荒神・チリボトケ・十三仏などを祭る」と神仏名を挙げているが、ここに「先祖神」を持ち込むのは禁じ手ではなかろうか。なぜな 低法界を祀 際に「芋の葉に米 乗せ 供えたり、鉢に水を入れ樒の葉に をつけて松明に向かって振りまいたりして『海・川・山のミサキ、ドウロク神に行き会いませんように』 『ヒダル神に かれな ように』などと拝む」からである この式作法は№
27の本川村で見られ
た門外で洗米を樒の葉に成って行なう施餓鬼の作法とほぼ同一であり、またこの際唱える呪文も不思議な程似通っている（表５参照） 。両町村の共通項は、この仕掛けの場所、所作、呪文の三者共 無縁 または未成仏霊 対す祟り封じまたは鎮魂に類するものであり、 決して先祖の神仏迎送のための
設しつら
えではなかった。該書では数多くの祟
り神の列挙の中に不用意 「先祖 」を混入させているが、高・低の別なくこれらが「法界松」と称せられている点から推せば、 元来 無縁仏・餓鬼仏を始めとする未成仏霊のための松明 のであり、 先祖」の神 とは全く別枠で対応すべきであった。本来の先祖神 の迎送と覚しきものが、 「こ 行事 前、 別に小松明（普通五個）を立て栗の柴を蔽った下に洗米・水を供え 松明に火を点し、 『迎え盆』をす 。また、トボシ 後一六日に同様の「送り盆」をする」と遠慮ぎみに記されているが、 これこそが先祖迎送 盆の火であったとすべきである。 法界松」が一四・一五の両日であるのに対し、 こちらは一四日の法界松 前 先祖を迎え 「トボシの後の一六日」即ち一五日の
一〇七
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してのドウロク神によってもたらさ ていたのである。即ち、ここで言う「事故」とは人・馬・牛の転倒または崖からの転落による死亡事故を指して たのであり、その死亡事故現場には後を引か いようにと言う意味で必ずドウロク神が祀られ ので った。ドウロク神 原点が 行路 人の怨念にあった点は、先に詳述し 南国市稲生・土佐郡本川村・高岡郡中土佐町焼坂・徳島県東祖谷山村阿佐で 事例からでも明らかであり、延いて 道路系ドウロク神とも直結するものであった。自然死の新仏ですら一年間は行く所がわからずに四辻を右往左往し まだ正式
一一〇
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ば、人・牛・馬を始めとする路上での死は総て該神のお叱りの結果と解釈されていた事の証左である。特に同じ場所で死人が続出すれば、四辻にたむろする七人ミサキが即登場するのであり、ドウロク神と七人ミサキは極めて近しい関係にあった。 「古道でも川の道でも山 も人のとおる道 ドウロクジンがかまっている」 との説明 、 ドウロク神の何たるかを如実に示すものであ 。即ち、 「川の道」とは川 流路を意味するのではなく、 川原沿いにできた小路を指し、山でも里でもどんな細道 っても、人が ればそこはドウロク神の管轄と見做されてい のであった。人が通ればそこ は自然発生的にドウロク が存在し、そ 存在証明として行路死人や牛馬の歩行中の頓死が惹じゃっき
起されていたのである。この他、ドウロク神に類するものとして「ロクドウ」を挙げ得る。 「山川で石うて木うて、川流れ、首つりなどで
死んだ者の霊」との説明があるが、この文言の並び方には り違和感がある。中尾計佐清太夫からの聞き書きの一筋であろうが、これは明らかに日常会話ではない。限 無く祭文唱え 近い である。一九八六年 五時間余りにわたる聞き取り調査時点でも、 調査カードを見直せ 文の中にある 言 数限りなく
鏤ちりば
められていた。近藤に














にあった。 「川流れ」は両者共通の文言であり、 故意または偶発による水死を意味する。 「車で道
で事故におうて命を落としたものの霊」は、 「車」が登場して現代風になっているが、 時代性を考慮して「車」を除けば、これはそのまま古代以来の故意または偶発による行路死人に該当し、同時に「道の端のドウロク神」と対応するのであった。従って太夫の発した「石うて木う 、首つりなどで死んだ者の霊。車で で事故におうて命を落としたも の霊を含む」とす 文言は、一見口語体のようでありながら、その裏 は「木落ち崖落ち川流れ、道の端のドウロク神」の俚諺を顕著に反映したものであった事がよく理解できよう。いざなぎ流の太夫達の見解 はかくの如く俚諺が忠実に裏打ちされているのであった。
加えて、 これらを総称して「ロクドウ」と呼び、 「このような者は魂魄が家へ戻らない。山ミサキに残っているの

































とおる道はドウロクジンがかまっている」との文言を勘案すれば、ロクドウは総てドウロク神の管轄下にあったと考えて間違いないのである。魂のさ迷いを指す「魂魄が家へ戻らない」 「無縁仏」の部分が強調されたためロクドウとの呼称が派生したまで 、基本的にはドウロク神の範疇に属していた。「山ミサキ川ミサキ」に関しては「山が三方からきている所、 大川へ小川が落ち合っている所」と説明し、 №３の徳島県三名村で言う一種の霊魂を指す「川ではカハミサキ山へ入ってはヤマミサキ、道ではドウロクジン」や№
37







山や川で落命した変死者 未成仏霊以外 何者 もない。 実、物部村内での聞き取り調査の中でも近藤 何度も未成仏霊または祟り神として 山ミサキ・川ミサキの話を聞いた経験がある。こ ため、山ミサキに関して「山が三方からきている所」とか、 川ミサキを「大 へ小川が落ち合って る所」などと地勢上の
岬みさき
で説明されても今一























取 り 分 け
精 神 入 り
大 黒 元 祭 り，庚 申 祭 り
湯 立 て ・ 湯 神 楽
礼 神 楽
御 崎 様 本 神 楽
その他の本神楽
恵 比 須 神 楽
日月祭














祓幣を時々に打ち振りつつ、錫杖を鳴らし、鳴物の茶碗をたたきながらの唱文がつづいてきたのであるが、神勧請するに至ってから御幣立てに移る。円筒の容器の一斗二升の米の中に最初からさされてい 高田の王子幣の前に、右から、すそ幣、四足、厄神、水神、山ノ神、大荒神、祓幣の順で立て添えられる。合せて八本の幣が立つ。この時に唱える が『御幣立て』 （資料
10）である。幣を立てると、 そこが御
祈祷の舞台となり氏子、田畑山川の魔性のもの全てが『身膚離れて眷属集めて、白紙御幣、花べら、花ミテクラへみ遊び影向なり給へ」と祈る。こうした厄神 すそ神、魔性のものを統帥するのが高田の王子なのである。従って取り分けで最も重要な役割を果たしているのは高田 王子で、後に述べる如く、これら邪神を地中に埋めるべく引き連れていくのもこの高田 王子なのである」
㊸
とある。一斗二升の米が入る程 円筒容器であるため、斗枡以上の大きな桶を必要










は中尾計佐清・中尾貞義・中山義弘・山崎計佐好の各太夫所持本から再録したとあるが、中尾計佐清氏は高木氏が四〇数回自分の所に取材に来 、 『いざなぎ流御祈禱』 全三巻を作成したがその所収 資料の多くは自分のものだと近藤に告げた。いず しろ、中尾計佐清氏の所持資料が重要な役割 果た ていた点は確か ろう
幣で飾れば、ここはへぎが元ともなり給ふ。幣で飾れば、ここは伊勢ワしゅんめい、高天原、御祈祷殿神の舞台となり給ふ。幣で飾れば、ふまぬし氏子へ取りては、十二が方からの神の位を取りたる 神等仏の位を取りたるか御本尊、高き大神、ひけき小神、山の神王大神、木竹に木霊の荒神、半徳水神か、末代金神、はぐんさす神、大金神のごいぜん様から、おしかり前が強くに御座れば、命の立替え、身の立替、身がわり、ひけいに へぎやかざりてまいらする身はだは 離れて、眷属集めて白紙御幣 花べら、花みてぐらへみ遊び用合成り給へ。　
幣で飾れば、ふま主病者へ取りては、十二が方から空を通れば、通り者、むつら王、八つら王、にや、やぎり












































り、これらの祟り神を一斉に呼び集めて八本の御幣中に一括するのが目的であった。八本幣名と祭文に登場する八柱の神名との対応関係を表８に示したが、 五神までは幣名との対応関係が見られるものの「末代金神」 「はぐんさす神」 「大金神」に該当する幣が見出 得なかった。金神とは陰陽道で祀る方位の神であり、 その神の方角に対して土木を起こしたり、旅行・移転・嫁取りなどすれば「金
こんじんしちせつ
神七殺」と称して家族七人が取り殺され、家族が七人未満で





の形をしてその剣先 指す方角を万事 不吉として忌んでいた。この め敢えて「
（指す）
す」が「はぐん」の下に付く
のである。 「末代金 」 「はぐんさす神」 「大金神のご
（御前）
いぜん様」と、 全八神中三神（三七・五％）までが陰陽道の神












































































































































































登場する「木竹 木霊の荒神」の副概念とも見做し得る。 ⑪に「魔群ましょう」とあるが、 これは極めて漠然とした化物の概念であり、こ がなぜ一一番目に登場したのか意味不明である。ひょっとしたら、全体の語調を整えるためかもしれない。 ⑫の「山みさき」 ⑬ 「川みさき」は、山や川で死んだ未成仏霊であり、祟り神としては高知県下で最も一般的な存在である。この延長線上に⑭の「道みさき」が登場するが、管見では従来これは専らドウロク神と称されてきた。前後の文脈から推せば、 道みさき」 と ドウロク神を指すと判断し得る 今まで言及した高知県下三五例は総 ドウロク神 道みさき これが初見である。語尾に「～みさき」が付く類例は 山 さき・川みさき・道みさき・王のみさき・守目 みさき・おんごん ・ほ うのみさき・ゆうたかみさき・りょげりょうみさきと全四〇例中九例（約二三％） 最も多く、次いでちょわい神・しほれ神・落神・ちり神・節神すそ神祗・いぬ神・ る神と語尾に「～神」が付く神系語尾が全四〇例中八例（二〇％） 勢力を「～みさき二分している。魔物としての「通り者」と言えば ～ か ～神」で全体の約半数近くを占め いるの った。この「道みさき」の用語が古いか新し かは
俄にわか
には判断できないが、 口承ではなく書承による祭文であってみ




































「なむすそ神祗」に掛かる修飾語であるが、 太夫達と会話していても頻出する語句であり、 常に唱え慣れているため口をついて自然に出るのであろうが 大昔 「中昔」 「今」程 意味で る。 「すそ」と 先に言及 たが「祀りに関与する人や家屋敷、田畑山川に至るまで 罪穢れ邪神魔性のものの総称」
㊼
であるため、家祈祷の順調な運営を祈念





































目王子」の事を指 、 「式法」とは陰陽道 式神が使う変幻自在の術
わざ
を示す。まさに「通り者」の典型であり、 熊野
信仰と陰陽道 影響を色濃く残しており、 いざ ぎ流の出自がそ から透けて見える。
 ㉝の「すいかん」とは一見































などで、急に気力が抜けた感じになる。ひだる神。だり神。 」と説明し、 「ひだる神」に特化して説明しているが、物部村では「ひだる神」限定ではなく、また「峠や墓地」限定でもない。とにかく、いかなる場所においても地上を歩いていていきなり取り憑く神や妖怪・みさき・魔群魔性は総てイキアイなのであった。従って、 「通り者」 の思いつく限りの総 の名前の列挙が①～㊴であて れば、
 ㊵の「行合強くに御座れば」の「行合」はこれらを総括し







































































































かが言及されているため、 この文言は弓祈祷の構造を把握する意味で極めて貴重である。 「弓木の本地」では、 何度かの弓の材料選定の失敗ののち、 「木壱本ニ、うれ七本にさかへて、四季ニはでる、せびのき」

が信濃小太郎によっ
て見出されたとある。 「せび き」が具体的に何の木を指すか不明であるが、 「せび」を蝉と解釈すれば、蝉のよくとまる木として「せんだん（
樗おうち
）が考えられる。 （図３参照）特に熊蝉は、せんだんの枝の樹皮が柔らかいためか
















































































料の文脈並びに高木氏の解説を勘案すれば、近世末には既に成立したもの 見做し得る。この中に「先病者 対し加持送掃法式」と称するも が収めら て るが、これは全五四項目より構成され 壮大な病人加持祈祷の大系である。その第九番目に「よみわけ送り
掃はらい
」と題する最も長大な祭文があり、 全文を唱え終わるのに二〇分以上かか






















































































































































































































































































































































































となり「道」が二つ重なってかなり安定が悪い。恐らく、 古く の端のドウロク神」と称していたもの の端の」が消えて「道どふろく神」と 、安芸市入河内では更に「神」が消えて「道ドウロク」になってしまったのであろう。
但し、先に言及したが徳島県三好郡東祖谷山村阿佐では「道ドウロク神」の表現が現存しており、これは近世末
以来の古い言葉であった事が 再確認できた。物部村大栃を中心として南隣に安芸市が、北隣 東祖谷山村が位置する地勢状況を勘案すれば、 ドウロク・道ドウロク神 称する「道」が二つ重 る不安定な名称の分布範囲は、 旧国境を越えて南北に一つの文化圏を構成し い であった。後に詳述す が、 「道どふろく神」 名称は該史料ではあと二つ続き、合計三箇所で散見される。近世末の物部村大栃では 単なるドウロク神 はな 「道どふろく神」が一般的呼称なのであった。
さて、 「道どふろく神」の「ごいけんと め」を「三宝ふんだる道の辻」へ送った後、 「通る処がとふしるどの（意







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古参の霊は成仏できない仕組みになっている。ここでは七人ミサキと明言しないものの、 「七つの相添申た急死亡者」とは四つ辻で通行人を片っ端から順番に七人取り殺したことを雄弁に語って る。特に「七」 「 」 「者」に注目すれば、短期間に通行人七人が次々と取り殺された状況がよくわかる。従って「急死」に注目すれば、年内に地区住民七人を取り殺すとされる「正月女」を背景とした「激烈七人ミサキ」の隠喩をここに読み取り得るのである。加えてこ 取り殺しの元凶が「行
いきあい
合」であってみれば、これはもう四辻にたむろする激烈七人ミサキ以
外の何者でもない。七人ミサキと ての「七つの相添申た急死亡者行合」を紡ぎ出すため、その枕詞として いとこ」が置かれたまでで「 いとこ」自体に深い意味は無さそうである。
更に注目すべきは「七いとこ」と「七つの相添申た急死亡者行合」の間に「村で木落瀧落川流れ」の文言が存在











未成仏霊達が七人ミサキと同一視されてい 点も先に詳述した。現行民俗は、近世以前の物部村においてもいざなぎ流祭文として連綿 継続されていた り ドウロク神も四足・ 合・みさき・悪魔外道と共に病因 して伝統的に位置付けられるのであった。
ここで再度表
10の「道どふろく神」比較対照表を見直しておきたい。三段目では「道どふろく神を三方ふんだる








































































































































































































































































































が無いの あ 。この他 大水神・山 神に対しても恐れる必要がなかった。大水神とは所謂川みさき、山の神とは山みさきを指しており、各 川や山にたむろする未成仏霊であ 、通行人はこのみさきの行
いきあい
合によって多く取り








































































































れている。中棚には鏡餅が三前、 片三枚に据えて供えられる。 「片」とはヘギと訓むのであろうか、 氏は「ヘギとは長さ六寸、幅五寸の、薄く打ち割った桧の板のこと」

と説明されているが、これは本文の「片ハ桧ヲ以テ造ル」と




















































































れる。昭和の頃には、 旧一一月一七日から二二日の六日間継続して家祈祷が行なわれていたが、 「氏神祭ノ日其外ノ神祭日ニハセス十一月ニ限ル也神㕝済テ」ミコ神祭を行なうとあるため、高木氏が報告する旧一一月二〇日の「迎え神楽」 、二一日 「取り上げ神楽」 、二二日の「取り上げ」がこれに相当する。ここで言う「氏神祭」とは「家祈祷」の前半部分をさし、 ミコ神祭はその後半部分を意味していたと考えられる。 「是ヨル」とあるため、 氏神祭最終直後の「夜」を意味するのか、 「ヨリ」の誤字で少し時間の幅があるのか不明であるが、 「子孫同姓」は全員、また「外姓」であっても親類縁者は全員集合し、
村むらおさ
長を上座に据え、 太夫二～三人または四～五人の集団によって祀りが
進行される。ミコ の祭壇に向い太夫が 微音ニテ何ヤラ読テ念シ」とあるが、祭文唱えを意味していた。位牌を墓に捨て、 太夫が幣を振り立てて神歌を読む
条くだり
は一連の「墓おこし」から「取上げ神楽」に至る過程を意味してい
たと考えられる。 「食ヘ とはクラエであり、御幣へのミコ神降ろ が想定されている。その後、
















く舞っていたの あろうか。その託宣が、 「是ヨリウチハ木ノ葉ノ下タノオボレ神ニテ有シガ、 大小氏子心ヲ揃ヘ今日伊勢ノミコガ滝へ請ジラレ、ホウメンヲサマシテヤアラウレシヤ」であった。死者霊が憑依した太夫は、第一人称で死者の思いを告げる。 「是ヨリ チ」 とは、 死後三年または七年未満の墓に眠る死者霊時代を指す。仏式で祀られているため「オボレ仏」とし ければならないのであるが、なぜか「オボレ神」になっている。ミコ神への生まれ変わりのため、 「神」が強調されて 仏」が消されたと考えられる。従って、 ここでは「オボレ仏」の意として解釈しておきたい。
大意は、 「大小氏子」即ち祭り 庭に集ってくれた一族の「子孫同姓」のみならず、 「外姓モ近キ類」の全員が一
心に祈ってくれたお陰で、 伊勢ノミコガ滝へ請ジラレ」地獄 責め苦か 解放され こんな嬉しい事は無い程の意であろう。死者霊（オボレ神）から 神に昇格するためには 一族を始め村人全員の応援が不可欠であったのであり、 祭場にこれだけ多く 人々が集まる必然性はこの点にあった。 「伊勢ノミコガ滝 とは具体的場所は不明であるが、いざなぎ流神道であるため「 」が最初に顕彰 、ミコ神への変身に因んで「ミコガ滝」が明示されたと考えられる。 「ホウメンヲサマス」とは漢字表記すれば「放免を覚ます なり、 木の葉の下のオボレ仏としての仏教の桎
しっこく
梏（地獄の責め苦）から解き放たれミコ神として浮かばれるの意味を含む。だから解放感に浸って嬉しい






神哥歟氏子云ハ 「揃ヘヤフマユツル〳〵〳〵、 何反モ云テ舞フ剱ノ向キニ白米ヲノセ差出セハ、 嫡子ヲ初メ段々















































































の埋り仏その他一切 災害無縁仏にお祭りをする故、この家の者眷属一同に障りなく守り給えアビラオンケン」唱えていた。ここに「木の葉の下の埋り仏」が登場する点に最大 注意を払いたい。また後に詳述するが、二〇〇六年と二〇一二年の近藤の調査により、現行民俗においても「木落ちタキ落ち川流れ道の下のドウロク神」 なる俚諺が徳島県三好郡東祖谷山村大枝と愛媛県上浮穴郡小田町上川の二ケ所で確認された。
比較研究のため、これら四者をａ～ｄに纏めて表
13に示した。この四者を通覧すると、ａとｂの一見何の関係も
無く別個に存在していたと思われるも が、実 互いに密接 関連し合っていた がよく理解できる。即ち、ａの「木落瀧落川流れ」はｂで欠落するものの、 ｃ・ｄでは復活して現在に至っている。ｃ・ｄの現行民俗は、 その歴史が少なくとも近世以前に遡り得ることがここで証明されるのである。ｂの「木ノ葉ノ下タノオボレ神」は、三回忌または七回忌まで墓中に埋まっ 死者霊を指す 「オボレ神
（仏）
」 とは何とも不可解な表現である。墓中に埋まっ
ている死者霊が、果たして木の葉 下で「溺れ」 であろうか 「木ノ葉ノ下」から推せば、 「溺れ」ではなく「埋
うも




















































は総て未成仏霊としてのミサキであり、 絶えず通行人を取り殺そうとする恐るべき行合神なのであった。 「木の葉の下の埋り仏」とは、山林をイメージした山中の峠にたむろする七人ミサキとしてのドウロク とほぼ同一の概念となる。ａの「七つ あいそい申た急死忘（亡）者 とｄ群の「道の下のドウロク神」が、激烈七人ミサキを媒介として不思議と重なり合うのは単なる偶然ではない。本来は同一のものが、 異なった名称で呼ばれているにすぎない通り掛かりの人を七人まで無差別に取り殺す「七つのあいそい申た急死忘
（亡）
じゃ」はまさに「木ノ葉ノ下タノオボレ
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